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令和4年度なでしこ銘柄事業について
⚫ なでしこ銘柄は、平成24年度より、経済産業省と東京証券取引所が共同で実施。 過去10回選定。

⚫ 「女性活躍推進」に優れた上場企業を、「中長期の企業価値向上」を重視する魅力ある銘柄として選定。企
業の女性活躍への取組に対する投資家の注目を高めることで、各社の取組の加速化を図る。

⚫ 11回目となる今年度は、銘柄選定に係る調査票・選定プロセス・基準の大幅な変更を実施。

■ 選定の概要

✓ 調査開始時点でプライム市場・スタンダード市場・グロース
市場に上場している全ての企業が対象。

✓ 選定企業数は20社程度。
（TOPIXの17分類で各業種1枠程度）

✓ 定量調査票と定性調査票の２種類の調査票で評価。

■ 今後のスケジュール
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■ 調査票

定性調査票項目 ※選定企業のみ公表

1 女性活躍推進と経営戦略との関係

2 女性活躍推進に係る取組の推移やその状況変化

3 企業価値向上への寄与

4 女性活躍推進についての情報開示の考え方と状況

定量調査票項目 ※一部項目を除き公表

1
役員等における女性の活躍状況

2
会社全体における女性の活躍状況

3
両立支援の状況

4
経年変化

５
その他（法令遵守状況・行動計画の有無・女性活躍推進
企業データベースにおける女性管理職比率の開示）日時 プロセス

令和4年10月14日
～11月17日

なでしこ銘柄応募受付期間

令和4年11月
～令和5年2月

審査期間

令和5年2月下旬
～3月上旬

選定企業決定

令和5年3月下旬 選定企業公表



令和4年度なでしこ銘柄事業の応募状況について

⚫ 今年度の応募企業は313社。また、昨年度応募企業のうち、今年度もご応募いただいた企業は約250社。

⚫ 今回のリニューアルで新たに追加となった定性調査票については、項目・内容につき、改めて社内で検討するい
い機会になったという声があった一方、記載内容の難易度の高さや、上層部までの確認のための時間が足りな
かったとの声も。

■ なでしこ銘柄の応募企業数と回答率の変遷
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企業横断型メンタリング効果検証プログラム

経済産業省 運営団体委託・包括的なサポート

報告

成果物の
共有

企業

メンター
取締役
（企業の取締役
（男女問わず））

女性活躍推進団体等

メンター
取締役・執行役員
（WILのOGを想定）

月1回程度のメンタリングを実施

取締役としてのスキル・心構え

女性活躍の現場からの課題共有、
リーダーシップスキルの向上

WIN-WIN

企業を超えたメンタリングプログラムにより、女性の昇進意欲向上やリーダーシップ向上への後押しを目指す。さらに、メンターとなる役員
側の意識改革も図る。令和4年度は小規模で試行的に実施し、効果及び課題を洗い出す。
【メンタリングの実施】

各企業における女性リーダー昇進パイプライン構築を目的に、業種横断のメンタリングプログラムを試行的に実施する。企業の取締役・執
行役員がメンターとなり、他業種他社のメンティー（部長級／課長級）に対して、期間内数回のメンタリングを実施する。

【講義の実施、人事部への事例共有】
メンティーに対し、昇進に必要なスキル習得を目的とした講師からのインプットを行うことを検討。さらに、参加企業の取り組み事例等を参加
企業同士で共有。

必要に応じ
てメンター
同士、メン
ティー同士
の交流の場
を提供

・メンティーの昇進への意欲の変化
・自分に何が足りていないか理解の深化
・ふるまいの変化
・メンターの意識変化（人材育成意識の醸成等）

女性取締役
候補者
（部長級）

メンティー

※1対１またはグループメンタリング形式

女性取締役
候補者
（課長級）

メンティー 昇進に向けたスキル・心構え

WIN-WIN

女性活躍の現場からの課題共有、
リーダーシップスキルの向上

最適なマッチング、
メンタリング研修
等の実施により効
果の最大化

※1対１またはグループメンタリング形式

＋

終了後、効果検証を実施

・プログラムの運営に関するノウハウの整理

３


